
 

 

 

 

 

 

 

第３章 市民意向の把握（市民アンケート） 



 

 



23 

 

16% 54% 23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強い関心を持っている 関心を持っている

どちらかと言えば関心はない 関心はない

無回答 d

(n=846)

第３章 市民意向の把握（市民アンケート） 
 

 本計画の「基本方針」及び「取組み方策」につながる意見を収集し，市民の意向をできるだけ幅

広く把握するため無作為抽出による「取手市公共施設に関する市民アンケート調査」を実施しまし

た。 

 公共施設に対する市民の意識や施設の利用状況，将来に向けた公共施設の今後のあり方や市民ニ

ーズを把握でき，方向性を導くために活用していきます。ここでは，その一部として課題や方向性

が見られる部分を紹介します。  

（詳細は別冊「取手市公共施設に関する市民アンケート調査報告書」参照） 

 

１．実施方式 

・調査期間：平成 27年７月 15日（水）～平成 27年７月 31日（金） 

・調査対象：取手市内に在住している 20歳以上の市民を対象に，無作為に 2，500人を抽出

して調査票を送付し，郵送による返信で回収 

・有効回答者数：846 （回収率 33.8％） 

 

２．実施結果 

（１）公共施設の老朽化対策に，今後多額の財政負担必要になるという課題を解決するための市の

取組みに対する関心（問９） 

  

   ・「関心がある」との回答が 70％と高い傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

（２）公共施設の見直しに向けて施設ごとの利用状況，コスト状況などを「見える化」した「取手

市公共施設マネジメント白書」（平成 23年５月に策定し，ホームページ・広報紙で紹介）の

周知度（問 10） 

 

・「読んだことがある」が 10％，「知っていた」が 15％，合計 25％と１/4が知っています。 

10% 15% 74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

読んだ 知っていたが、読んではいなかった 知らなかった 無回答 d

(n=846)
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37%

16%

3%

14%

0% 0% 2%

8%

1% 1%
4%

13%

1%

0%

10%

20%

30%

40%
(n=846)

無
回
答

そ
の
他

医
療
機
関
が
充
実
し
て
る

公
共
施
設
が
充
実
し
て
い
る

行
政
サ
ー
ビ
ス(

福
祉
サ
ー
ビ
ス
・子
育
て

サ
ー
ビ
ス
等)

が
充
実
し
て
い
る

住
居
費(

家
賃
・住
宅
価
格
等)

が
適
し
て
い
る

全
体
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
が
よ
い

歴
史
・文
化
に
魅
力
が
あ
る

教
育
環
境
が
よ
い

自
然
環
境
が
よ
い

買
物
、
食
事
、
娯
楽
の
場
所
が
多
い

交
通(
通
勤
・通
学
等)

が
便
利

長
年
住
み
慣
れ
て
い
る
か
ら

（３） 取手市に住む理由（問 8） 

   ＜住む主な理由として＞ 

① 長年住み慣れているから（37％） 

② 交通が便利（16%） 

③ 自然環境が良い（14%）    特に 20～40歳代，70～80歳代で割合が比較的高い 

④ 住宅費が適している（8％）   特に 20～40歳代で割合が比較的高い 

   ＜課 題＞ 

① 「教育環境が良い」には 0.4％と低い回答 

② 「行政サービス（福祉・子育て）が充実している」には１％と低い回答 

③ 「公共施設が充実している」には１％と低い回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44%

43%

41%

59%

74%

63%

72%

11%

7%

11%

11%

7%

6%

5%

5%

6%

5%

6%

7%

5%

22%

34%

38%

22%

16%

15%

17%

11%

8%

6%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

長年住み慣れているから 交通（通勤・通学等）が便利

買物、食事、娯楽の場所が多い 自然環境がよい

教育環境がよい 歴史・文化に魅力がある

全体としてイメージがよい 住居費が適している

行政サービスが充実している 公共施設が充実している

医療機関が充実している その他

無回答

(n=18)

(n=44)

(n=56)

(n=54)

(n=77)

(n=59)

(n=18)

(n=2)
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14%

14%

18%

16%

15%

51%

42%

24%

18%

34%

28%

29%

10%

17%

9%

30%

12%

20%

48%

57%

42%

39%

30%

72%

63%

65%

73%

48%

74%

15%

18%

16%

18%

15%

12%

12%

17%

16%

18%

17%

15%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本庁舎

支所・窓口

屋内スポーツ施設

屋外スポーツ施設

市民会館

公民館

図書館

資料館

ギャラリー

小・中学校

地域子育て支援センター

保健センター

高齢者福祉施設

よく利用する ときどき利用している ほとんど利用しない 利用したことがない 無回答

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

（４）公共施設を利用している頻度（問 11－1） 

   

＜利用の傾向＞ 

   ・比較的利用されている施設は，庁舎以外では「図書館」「公民館」「屋内スポーツ施設」 

・「図書館」では，幅広い年齢層 

・「公民館」では 70歳以上の年齢層 

・「屋内スポーツ施設」では 30～40歳代の子育て世代・60～70歳代のシニア世代 

が利用している割合が比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9%

11%

17%

12%

15%

15%

13%

20%

13%

19%

21%

11%

15%

14%

9%

20%

40%

35%

28%

45%

29%

19%

9%

20%

36%

32%

34%

25%

30%

25%

31%

40%

6%

11%

26%

37%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

よく利用する ときどき利用している ほとんど利用しない

利用したことがない 無回答

(n=47)

(n=100)

(n=115)

(n=126)

(n=217)

(n=182)

(n=54)

(n=5)
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公民館（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内スポーツ施設（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9%

8%

12%

7%

8%

6%

5%

5%

4%

43%

34%

32%

35%

18%

13%

6%

40%

40%

49%

48%

47%

59%

41%

43%

60%

10%

11%

34%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

よく利用する ときどき利用している ほとんど利用しない

利用したことがない 無回答

(n=47)

(n=100)

(n=115)

(n=126)

(n=217)

(n=182)

(n=54)

(n=5)

5%

19%

28%

19%

40%

5%

8%

6%

6%

13%

30%

39%

32%

39%

33%

13%

11%

62%

49%

51%

41%

33%

25%

37%

60%

10%

10%

22%

30%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

よく利用する ときどき利用している ほとんど利用しない

利用したことがない 無回答

(n=47)

(n=100)

(n=115)

(n=126)

(n=217)

(n=182)

(n=54)

(n=5)
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9%

10%

9%

24%

18%

10%

13%

11%

16%

7%

57%

56%

51%

52%

58%

59%

51%

45%

50%

60%

59%

56%

58%

10%

13%

10%

8%

14%

7%

30%

31%

21%

24%

25%

23%

27%

24%

25%

26%

25%

26%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本庁舎

支所・窓口

屋内スポーツ施設

屋外スポーツ施設

市民会館

公民館

図書館

資料館

ギャラリー

小・中学校

地域子育て支援センター

保健センター

高齢者福祉施設

施設の存在やサービス内容を知らない

施設の存在は知っているが利用する必要性はない

施設規模、利用時間、利用料などの条件が合わない

市の施設以外を利用している

無回答

(n=657)

(n=681)

(n=742)

(n=787)

(n=770)

(n=666)

(n=599)

(n=836)

(n=816)

(n=778)

(n=818)

(n=787)

(n=801)

（５）「ほとんど利用しない」「利用したことがない」人の理由（問 11－2・3）      

 

・「存在は知っているが利用する必要がない」が６割以上を占めています。 

  ・「屋内スポーツ施設」「図書館」は近隣市での利用が若干見られ，条件が合わないを含めると，

2割程度を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）優先的に維持すべき機能（問 13）                        

・全体では①高齢者福祉施設，②図書館，③保育所・幼稚園となっており，高齢者・子ども 

関連施設を重要視していることがわかります。 

・年代別では，20～30歳代で保育所・幼稚園 

20歳代・50歳代・80歳代で高齢者福祉施設 

30～50歳代で図書館  を優先する意見が多くみられます。 

 

＜類型別優先度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

8%
6%

4% 4% 5%

10%

1% 1%

5%
9%

11%

3%

33%

0%

10%

20%

30%

40%
(n=846)

無
回
答

市
営
住
宅

高
齢
者
福
祉
施
設

保
育
所
・幼
稚
園

地
域
子
育
て
支
援
施
設

ギ
ャ
ラ
リ
ー

資
料
館

図
書
館

公
民
館

ホ
ー
ル

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設

屋
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設

支
所
・窓
口
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＜年代別優先度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8%

9%

14%

5%

6%

5%

7%

8%

12%

9%

67%

8%

5% 14%

8%

10%

71%

63%

71%

64%

76%

74%

62%

33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

支所・窓口 屋内スポーツ施設 屋外スポーツ施設

ホール 公民館 図書館

資料館 ギャラリー 地域子育て支援施設

保育所・幼稚園 高齢者福祉施設 市営住宅

無回答

(n=21)

(n=52)

(n=52)

(n=53)

(n=103)

(n=89)

(n=29)

(n=3)
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58%

35%

30%

37%

15%

22%

35%

8%

13%

24%

40%

40%

36%

33%

31%

36%

16%

29%

14%

11%

9%

26%

17%

10%

35%

30%

34%

11%

14%

25%

15%

34%

12%

13%

14%

14%

15%

16%

14%

16%

13%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用されていない市の土地を売却・賃貸して財源にする。

施設を計画的に修繕し、より長く利用できるようにする。

（長寿命化）

近隣自治体と共同で、施設の整備および運営を行う。

施設の整備や運営に、民間のノウハウや資金を活用す

る。

地域活動に密着した施設は、地域住民等に譲渡し、維持

管理を行う。

民間施設（会議室・スポーツ施設等）を利用する場合、利

用料の一部を助成する。

現在ある施設を（※）複合化・多機能化等によって集約す

る。

施設におけるサービス水準を引き下げる。

料金が徴収できる施設で利用料金を引き上げる。

市民の負担を増やしても、現在ある施設を維持する。

積極的に実施すべき どちらかといえば実施すべき

どちらかといえば実施すべきではない 実施すべきではない

無回答

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

(n=846)

利用されていない市の土地を売却・賃貸して財源にする。

施設を計画的に修繕し、より長く利用できるようにする。

（長寿命化）

近隣自治体と共同で、施設の整備および運営を行う。

施設の整備や運営に、民間のノウハウや資金を活用する。

地域活動に密着した施設は、地域住民等に譲渡し、

維持管理を行う。

民間施設（会議室・スポーツ施設等）を利用する場合、

利用料の一部を助成する。

現在ある施設を（※）複合化・多機能化等によって

集約する。

施設におけるサービス水準を引き下げる。

料金が徴収できる施設で利用料金を引き上げる。

市民の負担を増やしても、現在ある施設を維持する。

（７）推進すべき方策について（問 14）                        

 

  ＜推進に賛成する上位意見＞ 

① 利用されていない土地を売却・賃貸して財源にする。（賛成率 93.6％） 

② 施設を計画的に修繕し，より長く利用できるようにする。（長寿命化）（賛成率 85.3％） 

③ 施設の整備や運営に，民間のノウハウや資金を活用する。（賛成率 84.7％） 

 

  ＜推進に反対する上位意見＞ 

① 市民の負担を増やしても，現在ある施設を維持する（賛成率 20.0％） 

② 施設におけるサービス水準を下げる（賛成率 28.7％） 

 

 

 

 

              

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


